
  

 
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第４号 H17.5 月発行 

発行：宮城県石巻港湾事務所
〒986-0845石巻市中島町 17番 2号 

          TEL0225-95-6271  
       FAX0225-95-6273

 

例年新年度を迎えるといつものように異動転勤が話題となりますが、当事務所も例に漏れず、8 名が

転勤し、7名が４月１日に全員着任しました。 

 今年は、職員１名が新潟被災地派遣と定数の１名減により実質的に２名の減となりましたが、２０名

の現体制で元気に確実に事務を執行して行きたいと考えております。 

 去る４月８日に知事の訓辞、引き続き土木部長から目標の指示を頂きました。 

 知事からは、「問題意識を持って現場に立ち住民の意見を聞きながら、今までの手法に捕らわれず何

をすれば出来るのかを考えてほしい」との話しがあり、さらに「所長は三位一体改革の中身を言えます

か、何をするのかしっかりと言えなくてはいけない。」とドキッとした訓辞がありました。又、部長か

らは、「プロフェッショナリズムの再認識と実践･････職員 1人ひとりの能力を最大限に活用した行政運

営の推進」を柱とする運営の基本について指示がありました。 

 このことから見えてくるのは、知事が唱える、三位一体改革・行財政改革、お仕着せの事業でなく、

主体的に考え選択した事業を自前の財政で行うことを基本とした「みやぎ型の行政」を確立をしたいと

の強い思いであり、部長の目標を含めて言い換えれば「職員の能力開発を前提とした、地域住民の目線に立

ったスピーデｲな施策推進と改革意識に裏打ちされた現場主義の徹底」（勝手にまとめると）ではないのかと

考えました。 

 昨年度は、いわゆる「国際船舶・港湾保安法」に基づく保安措置対策又平成元年に計画された港湾計

画の１７年ぶりの改訂があり、問題を抱えながらも今年、新たなスタートを切ることが出来ました。そ

の意味で、今年度は新石巻港計画の初年度であり、時代を映した整備のあり方について考える良い機会

ではないかと考えております。 

 今回知事の訓辞及び部長指示を基に新たな港湾行政の構築のため以下の４点を「今年度の重点事項」と

しました。 

  １，今年度ー１３ｍ岸壁の供用開始と次年度ー１０ｍ岸壁の共用化を図ると共に、港湾事業に於ける宮城版ス

トックマネージメントの具体化とゼロ予算事業の積極的な実施を図り、港湾利用者等の目線に立った施策の

推進を図る。 

 ２，港湾計画改訂に伴う新石巻港の目指す役割と方向について分かり易く、より一層利用者、住民の支持が得

られるよう広報と説明の強化を図る。（更なる説明責任を果たす） 

 ３，地震及び災害対策の強化に努める。 

 ４，港湾施設の適正な管理と活用、工業用地売却に向けた確実な対応 

を図る。 

 このような時代だからこそ積極的にソフト部分を、新たな発想 

で提案したものです。この方針の下、当事務所の課題解決を図るた 

め職員一同努力して参りたいと考えておりますので、併せて御支援方を 

御願いします。 

 

 

            石 巻 港 湾 事 務 所 長 

                



 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

番 号 工　　事　　　名 施 工 地 期　間 　種　　　別 工　　事　　概　　要 入札時期

1 石巻港臨港道路補修工事 石巻市 約３ヶ月 舗装工事 舗装補修工一式 第２四半期

2 石巻港大曲船揚場改良工事 東松島市 約４ヶ月 土木一式工事 船揚場改良 第２四半期

3 石巻港水門改修工事（戦略） 石巻市 約６ヶ月 鋼構造物工事 水門改修工一式 第１四半期

4 石巻港大手上屋施設修繕工事 石巻市 約３ヶ月 建築一式工事 屋根修繕工一式 第２四半期

5 石巻港Ｆ区附帯設備（電気）工事 石巻市 約５ヶ月 電気工事 給電設備工一式 第２四半期

6 石巻港Ｆ区附帯設備（水道）工事 石巻市 約４ヶ月 水道施設工事 給水設備工一式 第２四半期

7 石巻港Ｆ区舗装工事 石巻市 約４ヶ月 舗装工事 舗装工Ａ＝４１，０００ｍ２ 第２四半期

8 石巻港Ｆ区整地工事 石巻市 約３ヶ月 土木一式工事 整地工Ａ＝４１，０００ｍ２ 第１四半期

9 中仕切護岸(B-1・B-2)工事 石巻市 約４ヶ月 土木一式工事 護岸工Ｌ＝２７０ｍ 第２四半期

10 石巻港雲雀野中央線舗装工事 石巻市 約３ヶ月 舗装工事 舗装工Ａ＝６００ｍ２ 第１四半期

11 石巻港岸壁(-10m)上部工工事 石巻市 約５ヶ月 土木一式工事 岸壁上部工Ｌ＝２００ｍ 第２四半期

12 石巻港泊地(-10m)浚渫工事 石巻市 約４ヶ月 しゅんせつ工事 浚渫工Ｖ＝２０，０００ｍ３ 第３四半期

13 石巻港エプロン補修工事 石巻市 約４ヶ月 舗装工事 エプロン補修工一式 第３四半期

14 石巻港西浜防潮堤補修工事 東松島市 約６ヶ月 土木一式工事 防潮堤補修工一式 第３四半期

15 金華山港防波堤工事 石巻市 約６ヶ月 土木一式工事 防波堤工一式 第２四半期

注１　この発注予定は，平成１７年４月１日時点での見通しです。
注２　予算上の都合や業務の進ちょく状況等により，発注の予定を変更することがあります。
注３　入札方法については，本県の場合，発注時点まで決定しないことから掲載しておりません。
注４　石巻港湾事務所発注分（予定価格250万円を超え１億５０００万円未満）に係るものの発注予定一覧表です。
　　　１億５０００万円以上の工事につきましては，県庁県政情報センターにて公表されています.。

３月１日から改正「船舶油濁損害賠償保障法」

が施行され、座礁事故や油汚染事故などが発生し

た場合の処理費用を賄う船主責任保険（ＰＩ保

険）の加入が義務付けられました。 

これまでは、タンカーを除いて当該保険に加入

する義務はありませんでしたが、昨年４月に同法

が改正され、今年３月１日から総トン数１００ト

ン以上の外航船は、全て保険に加入し、船内に証

明書等を備え置くことが義務付けられ、違反した

船舶は入港が禁止されます。 

 船舶の事故は全国各地で発生しており、石巻地

区においても、今年１月に貨物船がノリ養殖いか

だを壊す事故が発生しています。事故が発生した

場合、その後の処理が問題となりますが、保険加

入の義務化により、万が一の場合の補償等が充実

されることとなりました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

去る４月２０日、今年度第１回の全体会議を開催いたしまし

た。 

初めに所長から，この一年の取組方針（重点事項）と業務の

方向性について挨拶があり、引き続き県民サービス向上のため

の意見交換等を行いました。 

次に各班から所内体制充実のための連絡事項があり、特に財

政難を反映し、経費節減に努めながらより効率的に事業を進め

ることとしました。 

また、夜は市内某所において、親睦会主催による転入者の歓

迎会を開き、和やかに親睦を深めました。 

活発な意見交換が行わ 
れました。 

３月１８日（金）午後７時から８時までの１時間番

組「石巻 元気を出そうよ！！」に石巻商工会議所高

橋専務理事、カイリク（株）澤田取締役本店業務本部

長、石巻合板工業（株）浅石代表取締役専務、コーデ

ネーターの相沢代表取締役の各氏、そして角田所長の

５人による座談会形式で行われました。 

出演後の角田所長のコメント 

「当日は、石巻港をメインとしての話であり、港に

関する指標等については、管理者として全て答えなく

てはとのプレッシャーから、胸がドキドキで何から話

して良いか、また、何も話すことが無くなるのではと

色々心配しましたが、コーデネーター相沢さんの名司

会に促され、また、各専門家が各分野に於いて分かり

やすい話題に繋いでくれたため、１時間があっという

間に過ぎてしまいました。 

 後になって、これもあれも、また、このような切り

口で等々考えさせられることが多かった出演であり

ましたが、今は石巻港に関しての話題であればもう一

度出演しても良いと感じています。 

 なお、当日の録音したテープが御座います。聞きた

いという御希望があればお貸しします。」 

 新年度早々の４月１１日から１５日の５日間、石巻港と金華山港の補助事

業について会計検査院の実地検査が行われました。２年連続での検査でした

が、所員全員の協調体制と工事関係者皆様のご協力により、無事終了しまし

た。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問い合わせ先 宮城県石巻港湾事務所 
〒986-0845石巻市中島町 17番 2号 

                TEL0225-95-6271 
                FAX0225-95-6273 
    E-mail    iskown@pref.miyagi.jp 
 

当所のホームページでも、いろいろな情報を掲載しており

ますので、是非そちらもご覧ください。 
ホームページ http://www.pref.miyagi.jp/is-kouwan/ 

 

港の風薫る当事務所に、４月１日付け人事異動により７名の職員が転入致しました。 

 その中には、初めて社会人となった新規採用職員もおり、桜前線とともに所内は明るさが

増しております。 

 この情報誌も昨年９月の創刊以来、今回で第４号となりましたが、今年度も編集委員はも

とより所員一同、内容の充実に努め、皆様方に親しまれる情報誌として発行していきたいと

思いますので、引き続きご愛読くださるようお願いします。 

入港船隻数（平成１６年は速報値） 〔単位：隻〕

  隻　数  総トン数   隻　数  総トン数   隻　数  総トン数

平成１６年 6,796 5,385,054 609 4,226,920 6,187 1,158,134

平成１５年 6,948 5,482,258 566 4,277,995 6,382 1,204,263

前年比(％) 97.8% 98.2% 107.6% 98.8% 96.9% 96.2%

海上出入貨物数量（平成１６年は速報値） 〔単位：フレート・トン]

輸　出 輸　入 移　出 移　入

平成１６年 5,170,434 76,057 3,646,214 157,566 1,290,597 233,623 4,936,811

平成１５年 5,238,567 88,737 3,569,127 186,439 1,394,264 275,176 4,963,391

前年比(％) 98.7% 85.7% 102.2% 84.5% 92.6% 84.9% 99.5%

合　　　計 外　航　船

輸移入

内　航　船

年 別 合　計
外 国 貿 易 内 国 貿 易

輸移出

｢フレート・トン｣とは、容 

積又は重量のいずれか大きい 

方を貨物数量に換算した単位 

で、容積は1,133m
3

、重量は 

1,000kg をもって１トンとし 

ています。    

・５月１０日 石巻港清港会総会 

・５月１２日 石巻港整備・利用促進期成同盟会 

・５月１２日 港湾感謝祭実行委員会企画運営部会 

・５月１６日 石巻地方行政連絡調整会議 

・５月１６日 管内選出県議と公所長意見交換 

・５月１６日 宮城県産業廃棄物協会石巻支部総会 

・５月１７日 石巻地区労働災害防止協議会幹事会 

・５月３１日 仙台湾・仙台空港衛生管理運営協議 

会総会 

石巻海上保安署の呼びかけにより、石巻港を中

心とした船舶に対する安全対策、避難勧告及び注

意喚起のための対策協議会（構成メンバーは 40

団体）が３月２９日に発足しました。初代会長に

当所の角田所長が就任し、平成１７年度中には、

船舶のみにかたよらない安全対策等を取りまとめ

る予定です。 


